
議   事   録 

会議名 釧路市障がい者自立支援協議会 第１回 生活支援部会 

事務局 
釧路市障がい福祉課 

釧路市障がい者基幹相談支援センター 

開催日時 令和 5年 6月 19日(月)15：00～17：00 

開催場所 釧路市総合福祉センター２階大会議室 

出
席
者 

部会員 

出席 26名(敬称略) 

議事録 池守哲雄（KC ﾏｲﾝｽﾞ） 

高橋部会長（鶴が丘）井上副部会長（あゆみ）佐藤副部会長（ニチイ）、

山形（さわらび）、佐藤（花笑み）、菅原（ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ釧路）、伊藤（ﾌﾟﾙﾐ

ｴ）、高橋（ｻﾊｽ）、赤田（ぴちかーと）、佐野（ひだまり）、西（大きな木）、

工藤（CALUMA）、福光（地域生活支援ｾﾝﾀｰ）、小林（地域生活支援ｾﾝﾀｰ）、

竹川（ぷろぐれ）、蛯名（ぷろぐれ）、松田（ぽこあぽこ）、坂上（すて

っぷ）、及川（すてっぷ）、平間（社協）、佐々木（音別町）、北澤（ｱﾄﾘ

ｴ）、中井（ｱﾄﾘｴ）、三輪（中標津養護）、斎藤（中標津養護）、 

その他  

傍聴者  

事務局 

出席 4名 (敬称略) 

鈴木（釧路市障がい福祉課）、藤田（障がい福祉課）、林（基幹ｾﾝﾀｰ）、

柿沼（基幹ｾﾝﾀｰ） 
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会議次第 

１，開会 

２，挨拶 釧路市障がい者自立支援協議会 生活支援部会長 高橋修 

３，報告事項 

⑴ 生活支援部会 令和４年度活動報告及び令和５年度活動計画に

ついて 

⑵ 地域生活支援拠点について 

４，協議事項 

⑴ 第７期障がい福祉計画および第３期障がい児福祉計画について 

５，グループホームの空き情報について 



議 事 内 容 

3 
 

１、開会（１５:００） 

 

２、挨拶 高橋部会長より 

昨年度末より参集開催を行ってきましたが、今年度も参集開催で部会を開催する予定で

す。リモートのほうが参加しやすいとの意見もありますが集まって会議をすることで雑

談なども含めメリットもあると思います。 

第７期障がい福祉計画および第３期障がい児福祉計画についての話がメインにはなりま

すが、地域の利用者さんや家族などをどのように地域で支えていくか皆さんに考えてい

ただきたいと思います。 

・事務局紹介 

障がい福祉課（藤田、鈴木）基幹相談支援ｾﾝﾀｰ（林、柿沼、吉川（欠席）） 

     ・資料確認後、会員の自己紹介 

 

３、・生活支援部会 令和４年度活動報告（井上さんより） 

別紙１参照 

       １回目～２回目の意見を参考に第３回に高齢障がい者の支援に関しての研修を開催。 

      ・令和５年度活動計画について（高橋さんより） 

       別紙２参照 

       ９月、１２月の開催で事例紹介を行う予定。 

      ・地域生活支援拠点について（柿沼さんより） 

       別紙３参照 

       資料の１の利用者に対して支援調整中。 

 

４、協議事項 

・障がい福祉課より資料説明 

・グループワークでは第７期障がい福祉計画の資料３成果目標シートの「地域生活移行者

数」の具体的数値目標の検討。および、資料４－２「活動指標シート」の活動指標の指

数値を各グループ（訪問系、日中活動系、居住系）で検討。 

 

※グループワーク検討結果 

・A グループ（居住系） 

 資料に関するパーセンテージに関して具体的数値はでていません。その中で出たいくつかの意見を

発表。施設入所から地域生活に移行する希望が全くないわけではないが、医療的な部分、健康面の管

理、食事管理などを総合的に考えたうえで可能かどうかというそもそもの疑問が出た。 

施設の空き状況などの情報共有などがまだまだわからない部分が多いので、もっとわかりやすいも

のがあれば話しを進めやすくできるのではないか？という意見が出ている。 

日中支援型のサービスがもっと充実してくれば状況も変わってくるのではないか？という意見もあ

るが、働く側の人材の問題もあるのでそういう所も一つずつクリアしていく必要があるのではない
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か？という意見が出ている。  

以上。 

 

・B グループ（日中活動系） 

 地域生活移行者数の目標数値が６％、１８人になっているが、現場とは少し乖離しているように感

じる。現在施設入所している方の多くは長らくそこで生活をし、重度の障がいを持った方が高齢にな

っていく中で、本当に本人の意向で地域移行生活をされたいのか？という疑問もある。理由があるか

ら施設入所している方が多い中で、６％１８人という数値は現場とは乖離かあるのではないか？釧路

市の令和４年度の数字を見てもなかなかこの数値は厳しいのではないかと感じる。人材等の問題もあ

るのでただただＧＨに入れればいいという問題でもなく、人材育成なども含めこの数値は難しいので

はないかと感じる。 

活動指標シートについては、訪問系サービスに関しての数値は妥当だろうと検討されている。日中

系サービスの生活介護の１０４％に関しては養護学校の生徒が増えていることや、Ｂ型就労から高齢

のため生活介護への移行があるのでもう少し数値としては伸びるのではないか？と検討。自立訓練、

療養介護に関しては妥当な数値ではないか？と検討。短期入所に関してはコロナ前の令和１年度は７

８人となっているのでコロナ５類になったこともあり、今後数値は伸びてくるのではないか？と検討

している。 

以上。 

 

・Ｃグループ（訪問系） 

 釧路市の目標の６％に関しては妥当な数値ではないかと考えている。地域生活移行するほとんどが

ＧＨへ移行し居宅への移行は少ないのでは？と考えており６％で妥当ではないか？と考えている。 

活動指標については居住系としてはこの数値に向けて頑張ろうとは思っているが、状況としてはヘ

ルパーの数が減少していたり、資格を取るために帯広などに行かなければならない現状であったりが

あり、人材育成が追い付かないため釧路市内で資格を取れるシステムやヘルパーを確保するための補

助金だとかを考えていただけないだろうか？という意見があった。自立生活援助の部分に関してはヘ

ルパーが行って行くのは難しいのではないか？との意見があった。 

以上。 

 

５、その他 

・ＧＨ空き情報について（基幹ｾﾝﾀｰより） 

現在自立支援協議会のＨＰに掲載されているが、なかなか円滑に活用できてないのでは

ないか？情報収集や掲載までの流れが円滑にできていないと感じている。生活支援部会

の役員と基幹ｾﾝﾀｰとで協議をして掲載の仕方を整理している所である。次回の生活支援

部会までに情報提供できるように準備をしている。 

 

６、閉会（１６:５０） 

 


